
 

秋田市千秋明徳町 2-52 （JR 秋田駅より徒歩 10 分）

はら きよはる／専門は教育社会学、教員養成（とりわけ学
力問題、いじめなどの学校病理に関する研究が中心。最近
は「効果のある学校」論や学校評価にも取り組む）。所属学
会は日本教育社会学会、日本教師教育学会など。最近の
著書に『深く考え，実践する特別活動の創造－自己理解と
他者理解の深まりを通して』（学文社，2009）、『教師 魂の
職人であれ』（ミネルヴァ書房，2009）、『使い捨てられる若
者は格差社会の象徴か』ミネルヴァ書房，2009） 

うらの ひろし／専門は教育工学、教育方法学、科学教
育。研究課題は授業研究や校内研修の改善、メディア・
リテラシー。平成19～20年度文部科学省「専門職大学院
等教育推進プログラム（教育養成）」事業テーマ「実践知
の伝承と創造」のプロジェクトリーダー。平成 20 年度教員
研修センター委託「教員研修モデルカリキュラム開発プ
ログラム」事業テーマ「実践知の伝承と創造を促す校内
研修プログラムの開発」の統括責任者。 

秋田の教育の仕組みがなぜ学力向上に効果的なのかをおふたりの先生に教育学的な視点から読み解いていただき、 

これからの教員養成にどう活かしていかなければならないか、これからの教員は何に気づいていかねばならないか・・・を探ってみたい。 


